
世界トップの先進医療を支える
粒子線ポジションモニターの開発
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　粒子線（陽子線、重粒子線）を使用したがん治療は体

に負担が少ない先進医療です。最新の治療方法では、

ペンシルビームと呼ばれる最小0.7mmφの粒子線を

病巣の形状に合わせて塗りつぶしていくように照射し

ます。そのため粒子線がどの位置を通過しているのか

を正確に特定する必要があります。ポジションモニター

とは、通過位置をX,Y座標として特定するセンサです。

　多線式比例計数管（Multi  Wire Proportional  

Counter）という方式で粒子線を検出します。20μφの

タングステンワイヤーが0.5mm間隔で、X方向480本、

Y方向704本張られていて、その1本1本がセンサとなり

ます。各ワイヤの位置精度は0.05mm以下です。メー

カーによる性能評価では、がんの照射部で0.2mm精

度の治療が可能ということです。このタイプの検出器で

は、世界一の性能をもつポジションモニターと自負して

います。

　30年以上、日本人の死亡原因のトップはがんです。

言い換えれば誰もががんになっても不思議ではありま

せん。粒子線がん治療は万能ではありませんが、体力の

ない高齢者や小児にも適用できます。一部のがんで保

険適用となりましたが、まだまだ十分とはいえません。

多種ある治療方法の1つとして、誰もが選択肢として粒

子線治療を選ぶことができるようになってほしいと思

います。

治療室・モニター
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清水　孝志
〒205-0021　東京都羽村市川崎２-６-６
粒子線ポジションモニター・線量モニターの設計・製造・販売
1,000万円
創業  平成2年
（株）日立製作所、東京大学、大阪大学、日本原子力研究開発機構
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